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▲白熱のプレーでスタンドを沸かせました

▲功労者表彰が贈られました

　

４
月
４
日（
金
）～
６
日（
日
）、
第
18
回

全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
い
び

川
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
揖
斐
川
健

康
広
場
を
中
心
に
開
か
れ
た
こ
の
大
会

は
、
高
校
総
体
の
予
選
に
向
け
た
、
強
化

や
技
術
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、

県
内
８
チ
ー
ム
を
含
む
32
チ
ー
ム
が
全
国

か
ら
集
結
し
、
力
強
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目
の
試
合
は
天
候
不
順
に
よ

り
中
止
に
な
り
、
２
日
目
の
予
選
48
試
合

で
最
終
日
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場

チ
ー
ム
が
決
ま
り
ま
し
た
。
県
勢
で
唯
一

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
し
た
岐
阜
女

子
高
校
は
、
決
勝
で
東
海
学
園
高
校
に
１

－

１
で
引
き
分
け
ま
し
た
が
、
抽
選
で
敗

れ
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

区
長
会
研
修
会
で

町
政
功
労
者
を
表
彰

　

４
月
19
日（
土
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
、
区
長
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、
町
政
功
労
者
と
し
て
６

名
が
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
揖
斐
警
察
署
長

か
ら
防
犯
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、
宗

宮
町
長
か
ら
は
平
成
26
年
度
の
町
の
施
政

方
針
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
美
濃
市
市
長
の
石い

し

川か
わ

道み
ち

政ま
さ

氏

を
講
師
と
し
て
招
き
「
自
ら
創
造
す
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

第
18
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
抜
い
び
川
大
会
開
催

叙
位
（
正
六
位
）
受
章

叙
位
（
正
六
位
）
受
章

　

平
成
26
年
２
月
６
日（
木
）に
亡
く
な
ら

れ
た
竹た

け

中な
か

正ま
す
ぐ直

さ
ん
（
西
津
汲
）
が
、
正

六
位
を
受
章
さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家

族
へ
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
中
さ
ん
は
、
昭
和
26
年
か
ら
旧
久
瀬

村
の
議
会
議
員
と
し
て
44
年
間
の
長
き

に
渡
り
在
職
さ

れ
、
産
業
、
教

育
、
文
化
、
福

祉
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
大
き
な

功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
２
月
13
日（
木
）に
亡
く
な
ら

れ
た
岩い

わ

井い

良り
ょ
う

三ぞ
う

さ
ん
（
黒
田
）
が
、
正
六

位
を
受
章
さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家
族

へ
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岩
井
さ
ん
は
、

昭
和
18
年
か
ら
教

員
と
し
て
勤
め
ら

れ
、
学
校
教
育
に

大
き
な
功
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。

表彰受賞者

表彰区分 地域 氏　　名 功　績　内　容

地方自治功労 揖斐 根
ね

尾
お

　定
さだ

雄
お 旧徳山村村長及び助役とし

て、村の自治と発展のため
に尽くされました。

社会福祉功労 揖斐 山
やま

下
した

　紀
のり

美
よし

永年にわたり、青少年育成
推進員及び清水小学校安全
サポーターとして、青少年
の健全育成に尽くされまし
た。

学芸功労 揖斐 桑
くわ

原
ばら

　隆
たか

一
かず

永年にわたり、揖斐川町文
化協会長及び揖斐川町社会
教育委員として、学芸・教
育の振興に尽くされまし
た。

学芸功労 春日 小
こ

寺
でら

　敏
とし

光
みつ

永年にわたり、「川合太鼓
踊り」の保存、伝承に努め
られ、地域文化の振興に尽
くされました。

学芸功労 春日 駒
こま

月
つき

　作
さく

弘
ひろ

永年にわたり、「種本中瀬
太鼓踊り」の保存、伝承に
努められ、地域文化の振興
に尽くされました。

土地改良功労 揖斐 窪
くぼ

田
た

　義
よし

幸
ゆき

永年にわたり、土地改良区
役員として、土地改良区事
業の推進に尽くされまし
た。

（敬称略）
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４
月
８
日（
火
）、
町
の
病
児
・
病
後
児

保
育
室
「
い
び
っ
こ
」
の
開
所
式
が
揖
斐

厚
生
病
院
（
三
輪
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
い
び
っ
こ
」
は
、
病
気
中
ま
た
は
病

気
回
復
期
に
集
団
生
活
が
困
難
な
子
ど
も

を
保
護
者
や
保
育
所
に
代
わ
っ
て
保
育
す

る
町
の
新
た
な
子
育
て
支
援
策
で
、
運
営

は
揖
斐
厚
生
病
院
が
行
い
ま
す
。
同
病
院

の
５
階
に
開
設
さ
れ
た
「
い
び
っ
こ
」
に

は
、
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な
ど
が
あ
り
、
保

育
士
と
看
護
士
が
常
駐
し
ま
す
。

　

開
所
式
で
宗
宮
町
長
は「
仕
事
を
持
つ
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
、
安
心
し
て

働
け
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

当
施
設
の
利
用
に
は
、
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
今
月
の
広
報
Ｐ
12

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲交通安全を呼び掛ける参加者

▲太鼓を打ち鳴らす踊り手

▲さざれ石を眺める生徒と保護者ら

▲看板を掲げる宗宮町長（左）と塚本院長（右）

　

４
月
９
日（
水
）、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
（
４
月
６
日
～
15
日
）
に
ち
な
み
、

揖
斐
警
察
署
前
の
国
道
３
０
３
号
で
交
通

安
全
の
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

街
頭
指
導
に
は
、
交
通
安
全
協
会
員
、

揖
斐
建
設
業
協
会
員
、
警
察
官
な
ど
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
始
式
で
、
揖
斐
警
察
署
の
伊
藤
善
弘

署
長
は
「
管
内
の
交
通
事
故
死
亡
者
数
は

昨
年
よ
り
１
人
増
加
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
や

居
眠
り
防
止
の
ガ
ム
、
小
物
入
れ
な
ど
の

啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
、
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

春
日
中
の
さ
ざ
れ
石
が
揖
斐
川
中
へ

～
春
日
中
の
伝
統 

揖
斐
川
中
で
も
～

　

４
月
７
日（
月
）、
春
日
中
学
校
の
さ
ざ

れ
石
が
統
合
先
の
揖
斐
川
中
学
校
に
移
設

さ
れ
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
移
設

さ
れ
た
さ
ざ
れ
石
は
、
50
年
前
に
春
日
中

学
校
に
設
置
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、
生
徒
を

見
守
っ
て
き
た
大
切
な
石
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

卒
業
生
有
志
が
募
金
を
集
め
揖
斐
川
中
学

校
の
玄
関
脇
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
春
日
中

学
校
か
ら
移
っ
た
所
と
こ
ろ

甫ほ

毅だ
か

さ
ん（
二
年
生
）

は
「
毎
日
見
て
き
た
も
の
が
あ
る
か
ら
春

日
中
に
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
春
日
中

で
学
ん
だ
こ
と
を
発
揮
し
た
い
」、
生
徒

会
長
の
高た
か

橋は
し

明あ

花か

里り

さ
ん（
三
年
生
）
は

「
春
日
中
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
よ
り
良

い
学
校
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
も
旧
両
校
区
の
絆
の

証
と
し
て
統
合
記
念
プ
レ
ー
ト
の
設
置
と

し
だ
れ
桜
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

病
児
・
病
後
児
保
育
室

「
い
び
っ
こ
」開
設

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

～
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
～

桂
古
代
踊

～
大
和
神
社
で
力
強
い
踊
を
披
露
～

　

４
月
13
日（
日
）、
大
和
神
社
で
春
の
例

大
祭
が
あ
り
、
桂
古
代
踊
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
桂
古
代
踊
は
、
今
か
ら
６
５
０

年
前
に
土
岐
氏
の
侍
が
士
気
を
高
め
る
た

め
に
踊
っ
た
の
が
起
源
と
さ
れ
、
そ
の
後
、

雨
乞
い
や
豊
年
祈
願
の
踊
り
と
し
て
形
を

変
え
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
、
何
度
か

途
絶
え
ま
し
た
が
、
保
存
会
の
結
成
に
よ

り
復
活
し
、
今
で
は
、
地
域
の
人
に
親
し

ま
れ
る
踊
と
し
て
根
付
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
も
、
多
く
の
人
が
見
守
る
中
、

12
人
の
踊
り
手
が
、
太
鼓
と
竹
で
作
ら
れ

た
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
シ
ナ
イ
を
担

い
で
力
強
い
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
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▲「ねそねそ祭り・田遊び」奉納の様子

▲権現山登山口の様子

▲揖斐総合庁舎で行われた調印式

　

４
月
16
日（
水
）、久
瀬
地
域（
小
津
）の

権
現
山
登
山
口
で
登
山
者
の
安
全
を
祈
願

す
る
山
開
き
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

権
現
山
は
標
高
１
１
５
７
メ
ー
ト
ル
で

山
頂
か
ら
は
、
北
ア
ル
プ
ス
や
濃
尾
平
野

な
ど
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
山
口
か
ら
は
、
２
時
間
半
ほ
ど
で
山

頂
ま
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
ツ
ア
ー

客
な
ど
も
訪
れ
る
人
気
の
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
は
、

新
緑
や
山
野
草
が
楽
し
め
る
の
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
登
山
道
の
草
刈
り
な
ど
を

し
て
い
る
小
津
権
現
山
を
守
る
会
の
メ
ン

バ
ー
や
地
元
住
民
、
行
政
関
係
者
な
ど
約

50
人
が
式
典
に
参
列
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
権
現
山
の
登
山

は
11
月
中
旬
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
で
す
。

　

４
月
15
日（
火
）、
Ｊ
Ａ
い
び
川
と
揖
斐

川
町
、
大
野
町
、
池
田
町
の
郡
内
３
町
が

災
害
時
協
力
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
結
ば
れ
た
協
定
は
、
災
害
時

の
職
員
派
遣
な
ど
の
相
互
応
援
、
燃
料
調

達
、
要
支
援
者
へ
の
避
難
施
設
の
提
供
の

３
つ
で
、
い
ず
れ
も
町
か
ら
の
要
請
に
対

し
て
支
援
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

調
印
式
で
、
揖
斐
郡
町
村
会
長
の
宇
佐

美
町
長
（
大
野
町
）
は
「
南
海
ト
ラ
フ
地

震
な
ど
大
地
震
が
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
。
い
か
に
町
民
の
安
心
安
全
を
守
る

か
が
大
切
。
こ
の
協
定
は
心
強
い
」、
Ｊ

Ａ
い
び
川
の
堀
尾
茂
之
組
合
長
は
「
郡
内

に
１
つ
の
Ｊ
Ａ
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て

地
域
に
根
差
し
た
運
営
を
進
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

４
月
５
日（
土
）～
13
日（
日
）の
期
間
で

谷
汲
さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

桜
の
名
所
と
し
て
名
高
い
谷
汲
山
華
厳

寺
や
参
道
に
は
、
今
年
も
多
く
の
人
が
訪

れ
爛
漫
と
咲
く
桜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

13
日（
日
）に
は
さ
く
ら
ま
つ
り
の
メ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
が
谷
汲
山
門
前
の
町
営
駐
車

場
で
開
催
さ
れ
、
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
の
谷
汲
踊
や
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
、
お

ば
ば
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
来
場
者
の
注

目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
桜
は
昨
年
よ
り
１
週
間
ほ
ど
早

か
っ
た
た
め
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
バ
ザ
ー
や
友
好
提
携
を
結

ぶ
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
と
愛
知
県
日
間

賀
島
の
観
光
協
会
の
物
産
販
売
な
ど
も
あ

り
会
場
は
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

権
現
山
が
山
開
き

～
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を
祈
願
～

北
方
ま
つ
り

～
ね
そ
ね
そ
祭
り
を
奉
納
～

　

４
月
20
日（
日
）、
北
方
神
社
で
春
季
例

大
祭
の
北
方
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
方
ま
つ
り
で
は
、
神
輿
や
三
年
前
に
復

活
し
た
豊
作
祈
願
の
芸
能
「
ね
そ
ね
そ
祭

り
・
田
遊
び
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ね
そ
ね
そ
祭
り
」
は
、
農
家
の
年
中

行
事
を
舞
台
で
表
現
す
る
伝
統
芸
能
で
、

地
域
の
女
子
児
童
を
含
む
30
人
が
苗
打
ち

か
ら
田
打
ち
ま
で
を
演
じ
ま
し
た
。
農
家

の
営
み
を
熱
演
す
る
児
童
の
愛
ら
し
い
演

技
が
訪
れ
た
人
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し

た
。

　

他
に
も
巫
女
舞
や
、
２
月
ま
で
の
１
年

間
に
誕
生
し
た
子
ど
も
た
ち
の
新
氏
子
初

宮
詣
式
、
町
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
北

方
踊
り
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲来場者を魅了した谷汲踊

谷
汲
さ
く
ら
ま
つ
り

～
勇
壮
な
谷
汲
踊
を
披
露
～

Ｊ
Ａ
い
び
川
と
郡
内
３
町
が

災
害
時
協
力
協
定
を
締
結
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総
貯
水
容
量
日
本
一
の
徳
山
ダ
ム
で
、

５
月
１
日（
木
）～
５
月
５
日（
月
・
祝
）に

か
け
て
観
光
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
放
流
は
、
10
時
～
15
時
ま
で
１
時

間
お
き
に
そ
れ
ぞ
れ
10
分
間
、
洪
水
時
用

の
ゲ
ー
ト
を
開
い
て
、
毎
秒
約
３
ト
ン
の

水
を
放
流
。
流
れ
出
し
た
水
は
、
全
長
約

２
７
０
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ム
堤
体
斜
面
に
ウ

ロ
コ
模
様
を
描
き
な
が
ら
流
れ
落
ち
ま
し

た
。

　

来
場
者
は
、
水
が
描
く
模
様
に
感
嘆
の

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
約
２
５
０
０
人
の
観
光
客

が
訪
れ
、
２
日
か
ら
５
日
に
は
山
菜
や
季

節
の
野
菜
な
ど
が
販
売
さ
れ
来
場
者
の
人

気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

▲子ども歌舞伎の奉納（三輪神社）

▲稚児役者の練り込み ▲神輿発御（三輪神社）

▲鎌入れの様子

▲観光放流を見物する観光客

　

３
０
０
余
年
の
歴
史
を
も
つ
伝
統
文
化

行
事
の
揖
斐
ま
つ
り
が
、
４
日（
日
・
祝
）

～
５
日（
月
・
祝
）に
三
輪
神
社
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　

岐
阜
県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
豪ご

う

華か

絢け
ん

爛ら
ん

な
５
輌
の
や
ま

と
、

そ
の
舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
華
や
か
な

子
ど
も
歌
舞
伎
、
そ
し
て
勇
壮
な
神
輿
の

渡
御
が
魅
力
の
揖
斐
ま
つ
り
。
今
年
の
子

ど
も
歌
舞
伎
は
、
上
新
町
区
に
よ
る
『
恋こ

い

女に
ょ
う

房ぼ
う

染そ
め

分わ
け

手た

綱づ
な　

重し
げ

の
井い

子こ

別わ
か

れ
の
場ば

』

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
三
輪
神
社
へ
と
続

く
本
町
通
り
に
は
、
多
く
の
屋
台
が
軒
を

連
ね
、
２
日
間
で
約
３
万
８
千
人
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
し
た
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
着
工

～
工
事
の
安
全
を
祈
願
～

　

４
月
23
日（
水
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
中
央

公
民
館
西
側
の
建
設
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
建
設
が
始
ま
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
は
、
中
央
公
民
館
に
代
わ
る
町
の

文
化
振
興
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
新

た
な
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
、
施
設

内
に
は
、
８
３
０
人
を
収
容
す
る
ホ
ー
ル

や
会
議
室
、多
目
的
室
な
ど
を
備
え
ま
す
。

総
事
業
費
は
、
約
29
億
円
で
、
来
年
９
月

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
祈
願
祭
に
は
、
宗
宮
町
長
ら
関
係

者
約
70
人
が
出
席
し
、
鎌
入
れ
な
ど
で
工

事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

　

宗
宮
町
長
は
「
合
併
10
周
年
の
節
目
を

迎
え
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て

進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

徳
山
ダ
ム
観
光
放
流

～
ウ
ロ
コ
模
様
に
驚
き
～

３
０
０
余
年
の
歴
史
絵
巻　

豪
華
絢
爛
「
揖
斐
ま
つ
り
」

～
古
よ
り
伝
承
さ
れ
る
技
と
心
～


